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事業者部会及び家庭部会における一斉行動 
令和７年度「できることから ECOアクション！」表彰について 

温暖化防止いわて県民会議  
 

１ 「できることから ECOアクション！」について 

  温暖化防止いわて県民会議の一斉行動として、脱炭素に資する取組を促す呼び掛けを展開している。事業所における地球温暖化防止への取組を報

告していただき、その中から特に優れた取組について、次のとおり表彰を行うもの。 
   
 ① 脱 炭 素 経 営 大 賞 ：県内をリードする模範的な事業所や総合的に優れた取組を実施した事業所 
 ② 会 長 特 別 賞 ：会長が特別に優れていると認めた事業所 
 ③ ECOアクション賞（部門賞）：特定の分野において特筆すべき取組を行った事業所 
 
２ 受賞事業者について 

 （1）脱炭素経営大賞 
事業者名 所在地 所属団体 備 考 

株式会社総合土木コンサルタンツ 一関市   

  
（2）会長特別賞 

事業者名 所在地 所属団体 備 考 
株式会社ジャパンセミコンダクター 
岩手事業所 

北上市 一般社団法人岩手県工業クラブ 

岩手県環境保全連絡協議会 

 

 

 

 

表 彰 式 資 料 
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（3）ECOアクション賞（部門賞） 

部門 事業者名 所在地 所属団体 

人材育成・意識啓発 株式会社エヌエスオカムラ 釜石市 一般社団法人岩手県工業クラブ 

自動車対策 日東工業株式会社 花巻工場 花巻市  

省エネ・再エネ設備等導入 株式会社アマタケ 大船渡市 
岩手県商工会議所連合会 
岩手県環境保全連絡協議会 
公益社団法人岩手県トラック協会 

技術開発・製品化 キオクシア岩手株式会社 北上市  

吸収源対策 盛岡ガス燃料株式会社 盛岡市 岩手県石油商業協同組合 
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３ 取組内容 

（１）脱炭素経営大賞 

株式会社総合土木コンサルタンツ 

ア 業種：測量業、建設コンサルタント    従業員：29 名  
イ 主な取組内容： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 人材育成・意識啓発 

・ エコアクション 21 環境省認定を取得した。 
・ 環境社会検定（eco 検定）を推進し、44％の社員が取得した。 
・ 毎月 1 回、社内会議において省エネに関る検討と講習会で得た知識など情報共有を実施している。 
・ 毎月のエネルギー使用量(電気・ガス・重油・ガソリン燃料等)を経年比較し改善を図ると共に、使用量の増減について社内で共有している。  

（２）  自動車対策 

 ・ 所有社用車の 33％をハイブリット車に更新、ガソリン車については、走行距離や年式を考慮して、新型車両への更新を随時実施している。 
 ・ 通勤時自家用車を使わず、公共交通機関・自転車・徒歩で移動を推奨している。 
 ・ ガソリン使用量の経年比較を行い、そのデータをもとに CO2排出量の推移を評価している。 

（３） 省エネ・再エネ設備導入 

・ 「一時保管場所の３S」「ゴミのリサイクル強化」「自身で出したゴミの持ち帰り運動」３つの柱を立て、一時保管場所の３S 化を徹底し、社

員一人一人がごみの分別に気を配り、紙ごみ・シュレッダーごみ等の古紙をリサイクルへ持ち込むことで再生利用へとつなげた。また、自身で

出したゴミの持ち帰り運動を実施し、可燃ごみが大幅に削減となった。 
（４） 技術開発・製品化 

・ 事務所の窓に日射し防止を設置し、室内の温度上昇を抑え、夏場の省エネ効果を高めている。 

（５） 吸収源対策 

 ・ 岩手県県有林Ｊクレジット 10ｔ購入（累計） 
 ・ 一関市 J クレジット３ｔ購入（累計）、洋野町ブルーカーボン１ｔ購入、釜石市ブルーカーボン 10ｔ購入 

（６） その他 

  ・ 毎週水曜日にノー残業デーを実施し、消費電力を削減している。 
  ・ 再配達防止のための宅配ボックスを設置している。 
  ・ 会議資料の完全電子化を実施している。 
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（２）会長特別賞 

 株式会社ジャパンセミコンダクター 岩手事業所 

ア 所属団体：一般社団法人岩手県工業クラブ、岩手県環境保全連絡協議会 

イ 業種：製造業    従業員：800 名  
ウ 主な取組内容： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 人材育成・意識啓発部門 

 

（１） 人材育成・意識啓発 

・ 環境マネジメントシステムに基づき、全従業員を対象に環境教育を年１回実施、また達成状況を月１回、環境管理責任者及び社長へ報告して

いる。 
・ 環境月間（6 月）、サーキュラーエコノミー推進月間（10 月）、省エネ月間（2 月）にて水力発電所、バイオマス発電所、清掃事業所の見学会

を開催し従業員への意識啓発を実施している。 
・ 市内小学校等へ当社が製造している半導体に関する出前授業を実施し、半導体製品がもたらす環境負荷低減について普及啓発を行っている。 

（２）  自動車対策 

 ・ 在宅勤務の運用継続により、通勤時の自動車利用の抑制をしている。 
 ・ 出張時における公共交通機関優先利用による私有車利用の抑制をしている。 
 ・ 廃棄物輸送について、廃棄物の発生量に応じた排出スケジュール管理と、他社との混載便を活用するなどの効率化を図っている。 

（３） 省エネ・再エネ設備導入 

・ 排熱の活用等に動力設備の効率化運転による燃料使用量の削減を図っている。 
・ 生産量の増減に応じた、製造設備の計画停止等の運用を実施している。 
・ 休憩時間、帰宅時の消灯実施、ネオンサイン消灯、LED 化推進を実施している。 

（４） 技術開発・製品化 

・ 製造ラインの工程削減等により電力使用量の削減を図っている。 

（５） 吸収源対策 

 ・ 北上市花いっぱい運動に参画し構内緑地へ植栽を実施している（100 名参加）。 
（６） その他 

  ・ 使用電力を再生可能エネルギーへ転換している。 
  ・ 社内申請手続きの電子化やタブレット化による記録用紙の削減、裏紙の利用促進等を行いコピー用紙の削減している。 
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（３）ECOアクション賞（部門賞） 

① 人材育成・意識啓発部門 

株式会社エヌエスオカムラ 

ア 所属団体：一般社団法人岩手県工業クラブ 

イ 業種：製造業  従業員：143 名 

ウ 主な取組内容： 

 
 
 
 
 
② 自動車対策部門 

日東工業株式会社 花巻工場 

ア 業種：製造業  従業員：150 名 

イ 主な取組内容： 
 
 
 
 
 
 

 

 

人材育成・意識啓発に係る取組 

・ 毎月、生産性向上、省エネに関する提案・活動に対して社員へ表彰(賞金)を行っている。 
・ 毎月、社員・管理者による工場パトロールにて、環境状況についても確認している（ムダ、破損等）。 
・ OPS (オカムラプロダクツシステム：生産性改善)活動を通し、生産性向上によるエネルギー削減も図られている。 

自動車対策に係る取組 

 ・ アイドリングストップ看板を設置し啓蒙活動を行っている。 
 ・ 製品輸送の一部をモーダルシフト化（製品出荷数の約 11％）した。 
 ・ 敷地内に EV充電スタンドを設置（２台）し、従業員へ充電スタンド使用可の呼びかけを行い、EV・PHEV 車の使用環境を整備している。 
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③ 省エネ・再エネ設備等導入部門 

株式会社アマタケ                 

ア 所属団体：岩手県商工会議所連合会、岩手県環境保全連絡協議会、公益社団法人岩手県トラック協会 

イ 業種：製造業  従業員： 462 名 

ウ 主な取組内容 

 

 

 

 

 

 

④ 技術開発・製品化部門 

キオクシア岩手株式会社                 

ア 業種：製造業  従業員：1,659 名 

イ 主な取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネ・再エネ設備等導入に係る取組 

・ 鶏を飼育する農場では発生した鶏糞をボイラーで燃やし、鶏舎内の温度管理に使用している。 
・ 本社工場で使用しているお湯を廃棄する際に熱交換システムを通して熱だけを回収し、再度お湯が必要なラインに補給水として熱循環させ

ている。 
・ デマンド監視システムにより、夏場のピークをとらえ、自家発電機によるピークカット対策を行っている。 

技術開発・製品化に係る取組 

・ ISO9001 に準拠した品質マネジメントシステムを運用しており、不良品の抑制やリワークを防止することで、エネルギー使用の効率化に繋

げている。 
・ キオクシアのメモリ製品において、データ処理に使われるエネルギーの消費効率の向上を行っている。2023 年の製品エネルギー消費効率は、

メモリ製品の設計改善や処理能力の向上によって 2017 年度比で 31%削減され、2025 年には 50%削減を目指している。 



7 
 

⑤ 吸収源対策部門 

盛岡ガス燃料株式会社                 

ア 所属団体：岩手県石油商業協同組合 

イ 業種：電気・ガス・熱供給・水道事業  従業員：97 名 

ウ 主な取組内容 

 

 

 

吸収源対策に係る取組 

 ・ 自家使用の LPG をカーボンニュートラル購入し(100MT※)年間 300MT※-CO2(推定)を削減している。 
   ※MT（メトリックトン）は T（トン、1,000kg）と同義 


